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   A case of distal ureteral atresia with the chief complaint of a mass in the left lower quad-
rant is reported. On palpation of the abdominal region, a 3 x 4 cm mass, smooth-surfaced and 
movable, was palpable in the left lower quadrant, IVP failed to show the left kidney, while CT 
revealed an atrophic left kidney and dilated ureter. For the diagnosis of distal ureteral atresia, total 
left ureteronephrectomy was performed. The left kidney measured 4.5 x 3 x 3 cm and the ureter 
was dilated and ended blind. The pathohistological findings included dysplasia with normal neph-
rons here and there of the kidney. We examined the distal ureteral atresia from the renal tissue.
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緒 言
Distalureteralatresiaは尿管 が盲 端 に 終 わ り水
尿管 を起 こす 疾 患 で あ る.わ れ われ は本 症 の1例 を 経

















個/hpf,培養:菌 陰 性,血 液 生 化 学 的検 査 所 見:CRP
(±),血沈1時 間 値22mmそ の 他正 常 範 囲 内.
X線 学 的検 査lIVPで は,右 腎 は 正 常像 だ が,左
腎は 無 造 影 で あ った.CTで は 腎 と思わ れ る クル ミ大
の腫 瘤 と(Fig.1),その下 方 に尿 管 と 思 わ れ る嚢 腫
状 に 拡 張 した 腫 瘤が 認 め られ た が,骨 盤 内で 消失 して
いた(Fig.2).
膀 胱 鏡 検 査:右 尿管 口は 正 常 位 置に 存 在 す る も,左
尿管 口は 認 め ず,膀 胱 三 角 部 の形 成 はな か った.以 上
の検 査 成 績 よ りdistalureteralatresiaの疑 い で,
198斗年9月22日 全 麻下 で 手 術 を施 行 した,
手 術 所 見1左 腰 部 斜切 開 で 後腹 膜 腔に 入 った.腫 瘤
は周 囲 組 織 と癒 着 は ほ と ん ど な か った,腫 瘤 の 上方
は,腎 外 腎 孟 と思わ れ る部 分 で い った ん細 くな り,ク
ル ミ大 の 腎 に 連 な っ て いた.こ の こ とよ り腫 瘤 は拡 張
した 尿 管 と判 断 した.次 い で 獲 腫状 に拡 張 した 尿 管 を
膀 胱 側 に 剥 離 を すす め たが,骨 盤 内 で盲 端 に終 わ って
いた.腎 を 含め 拡張 した尿 管 を 摘 出 した.
摘 出標 本 所 見:腎 は4.5×3.0×3.Ocmと萎 縮 し,
い った ん腎 外 腎 孟 で細 くな っ てい た.尿 管 は10×5x
5cmと 拡張 し盲 端 に 終 わ って い た(Fig.3).内容 は





















F三g.1.CT像:左 腎 と思 わ れ る クル ミ大 腫 瘤(矢 印)
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Fig.4.病理 所 見:原 始 集 合 管 と異 所 性 軟 骨 組 織 よ り
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組織学的にも尿管の膀胱側 を検 索 したが,完 全 な
atresiaであった。
考 察
Distaluretera正atresiaの発 生 機序 は 明 らか では
な い が,Hawthorneの尿 管 芽 高位 説1)とChwallaの
尿 管膜 説2)があ る.い ず れ も発 生 初 期 の尿 管芽 の発 生
異 常 で尿 管 が 盲端 と な る と され て い る.腎 の発 生 異常
は組 織 学 的 に従 来,1)腎 が ま った く存 在 しな いage-
nesis,2)後腎組 織 は あ る が強 く障 害 され たaplasia,
3)腎 は 著 し く小 型 で 乳 頭 は 少 な い が ネ フ ロ ン構 造 が
正 常 なhypoplasia(いわ ゆ るsimplehypoplasia)に
分 類 され て きた.し か し,近 年,従 来hypoplasiaと
され て い る例 の多 くは,後 腎組 織 であ る胎 児性 の未熟
細 胞 を 一 部 に 有 す るdysplastichypoplasiaで,
simplehypoplasiaはむ しろ まれ であ る こ とが 明 らか
に な った.し た が って,aplasiaとdysplastichypo・
plasiaをま とめ てdysplasiaとし,現 在 では,腎 の
発 生 異 常 を,1)agenesis,2)dysplasia,3)simple
hypoplasiaに分 け る傾 向に あ る3).Distalureteral
atresiaは腎 の発 生 面 か らみれ ぽ,腎 にdysplasiaを
生 ず る疾 患 と して 考 え る こ とが で き る.
Distalureteralatresiaの本 邦 報 告 例 中II例に 腎組
岸 本 ・ほ か:DistalUreteralatresia
織 の記 載 が み られ て い る4-6).2例が,agenesis,5
例 がdysplasia(4例の 腎 が著 し く 荒 廃 し たtotal
dysplasia,1例が 一 部正 常 な ネ フ ロンを 有 したfocal
dysplasia),4例がsimplehypoplasiaであ った,
自験例 はfocaldysplasiaであ った.simplehypo-
plasiaと報告 され て い る例 に も,詳 細 な 組 織 学 的 検
討 を 行 な えば,focaldysplasiaであ る例 も含 まれ て
い る可能 性 もあ る.
Distalureteralatresiaの腎 尿 管 の 肉眼 的 分 類 は,
川 口 ら6)によ り報 告 され て い る,い ず れ の症 例 も腎 は
肉眼 上,萎 縮 また は無 形 成 で,肉 眼 的 に水 腎症 を 示 し
た症例 はな い.そ の理 由 と して,腎 発 生初 期 の尿 管 芽
の発 生異 常 が 腎 にdysplasiaをお こ し,そ の結 果 腎
の発 育が 阻 止 され,萎 縮 また は 肉 眼 上 無形 成 を呈 す る
もの と考 え られ る.
ま と め
Distalureteralatresiaの1例を 報 告 し,伴 せ て
自験例 を 含 め て 腎組 織 像 の 記 載 あ る12例につ いて,腎
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